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世界各国の音声言語が異なるように、それぞ

れの国にその国の手話があり、同じ英語圏でも国

が違えば手話表現も異なります。国際交流の場で

は世界の共通手話として、国際手話があります。 

国際手話は、「世界ろう者会議」や「デフリンピ

ック」などの国際大会で使われています。 

今回当協会では、東京２０２５デフリンピックに

向けて、成田国際空港を利用する選手・役員・関

係者が大会終了後に帰国する最後の日本滞在の

時間に「おもてなし企画」を準備しています。 

デフリンピック創設１００年目に当たる日本開

催です。国際手話を学び、千葉の成田空港で心に

残る思い出ができるよう、国際手話おもてなしボ

ランティアの養成講座を開催する運びとなりまし

た。 

国際手
話おも

てなし

ボランテ
ィア養成

講座

東京2025デフリンピック（2025年 11 月 15日～
26日）に向けて「おもてなしボランティア」として、国際手
話を学ぶ入門講座を開講します。 

 

❖対象者 

千葉県聴覚障害者協会が取り組む、東京2025

デフリンピックの気運醸成などのイベント等や「お

もてなしボランティア」イベントに参加協力できる方 

 

❖開催日時 全6回（土曜日 18：30～20：00） 

１月 → ２５日   

２月 → １５日・２２日 

３月 → １日・８日・２２日 

 

❖会場 

千葉聴覚障害者センター 他 

（千葉市中央区神明町204-12） 

 

❖受講料：3,000円 

 

【お問い合わせ・申し込み先】 

（社福）千葉県聴覚障害者協会 

活動運営委員会事務局 

デフリンピックチーム（企画室） 
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パラリンピックの認知度は９８パーセントである一方、デフリンピックの認知

度は２０パーセント以下にとどまっています。このようにデフスポーツのこと

はほとんど知られていません。そのため、指導者、練習会場なども含め競技環

境が整備されておらず、さらに国際大会出場への経済的な支援も厳しい状況

にあります。 

デフリンピック競技はオリンピック規則に準ずるものですが、特徴として

は、デフアスリートは全員補聴器を外し競技に臨みます。音ではなく目でわか

る工夫、例えば陸上のスタートは「スタートランプ」、サッカーは笛とともにフラ

ッグや手の動きを使用するなど視覚的情報を用います。コミュニケーションに

は国際手話を用います。 

デフスポーツの魅力を発信するとともに、デフアスリートの競技環境向上を

通して、次の世代を担う子供たちへの可能性を広げることに重点をおいてい

ます。デフスポーツサポーター制度が創設されましたのでご理解ご支援をよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

聞こえない選手や

子どもたちの可能性

を広げることを目的

に支援を広めていく

制度です。 

 

■ デフリンピック気運醸成企画｢未来へつながるプログラム｣ 

東京 2025 デフリンピック開催!! 2025 年 11 月 15 日から 26 日 

開催地： 東京・福島・静岡 

競技： 21 競技（陸上 バドミントン バスケットボール ビーチバレーボール 

ボウリング 自転車 サッカー ゴルフ ハンドボール 柔道 空手 マウンテ

ンバイク オリエンテーリング 射撃 水泳 卓球 テコンドー テニス バレー

ボール レスリング（フリースタイル、グレコローマン）） 

 
■ デフスポーツ・サポーター制度 登録毎年 1 月 1 日から 12 月 31 日 

 

 

 

東京 2025 デフリンピック大会 HP 

-知る・学ぶ・体験する- 

聞こえない事や手話言語に関することをテーマに 

・＜小中学校向け＞「教育ワークショップ型プログラム」 

・＜自治体等向け＞「イベントワークショップ型プログラム」 

を用意しております。小中学校、教育委員会、行政関係、企業

関係の方々、内容や申し込み方法など詳細は、当協会HPま

たは東京2025デフリンピック大会情報サイトにてご確認く

ださい。 パネル展示でわかり易く 

 

 

当協会 HP 

東京 2025 デフリンピック イベント
 

1 月 25 日（土） 

【対談】★「東京デフリンピックの気運醸成の取り 

組みで、千葉県及び全国各地に期待したい事は‥」  【ミニ講演】★「デフリンピック気運醸成として期

待したいことは」 ★「ろう学校として取り組んでいる気運醸成は‥」 ★「世界初スタートランプ制作秘

話」 ★「東京デフリンピックでどんな文化遺産を残していくべきか？」（予定） 

13 時～16 時 

千葉聴覚障害者センター 
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千葉聴覚障害者センター 受付時間 9:00 ～ 17:30 TEL.043-308-6372 FAX.043-308-5562 

聞こえにくい人の交流会のお知らせ 

 

          どなたでも参加できます。 

            直接会場へお越しください。 

 

【お問い合わせ先】 

ＮＰＯ法人千葉県中途失聴者・難聴者協会 

ＦＡＸ：047-432-8039 

日時： 3月９日 日曜日  

１３時 30分～15時 30分 

会場： 大網白里市 中央公民館 

     2階研修室 

 

聞こえにくい人たちの交流会です。 

日頃思っている事などを話します。 

文字でコミュニケーションを 

サポートします。 

 

中途失聴 
＆難聴者 
情報 

就労の悩みや 
聴覚障害者へのサポートなどの相談が増加 

 
昨年までは、コロナ感染防止や体調・受診に関する相談が多かったのです

が、本年度は、コロナの影響で就労先が倒産や人員削減するため働きたくて

も働く場がないと言った相談や A型事業所の利用希望相談も増える傾向に

あります。 

一方、企業や学校から聴覚障害者へのサポートについて知りたいといった

問い合わせも増えつつあり、相談事業の役割に、これまでにない広がりがみ

られます。 

 

データでみる 

相談事業 

当センターではろう相談員

を核として相談事業を担って

います。 

本年度 4月から 11月まで

に受けた 1,973件の相談に

ついて集計しました。 
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手話通訳者 

専門研修 

令和 7年 1月～3 月に開

講。テーマは「司法」と「重

複障害者」への意思疎通支

援法の予定です。 

 

＜手 話＞ 

□手話通訳者認定試験 

試験日：3月下旬予定 

受験資格：手話通訳者全国統一試験合格者 

□手話通訳者登録試験 

試験日：3月下旬予定 

受験資格：手話通訳者認定試験合格者及び 

手話通訳士試験合格者 

 

 

＜要約筆記＞ 

◇2024年度全国統一要約筆記者認定試験 

試験日：2025(令和 7)年 2月 16日（日） 

受験資格：要約筆記者養成講座修了者もしくは 

補習講習会を修了した要約筆記奉仕員 

◇要約筆記者登録試験 

試験日：2025（令和 7）年 3月予定 

受験資格：全国統一試験合格者 

◇要約筆記者実技指導講師登録試験 

試験日：2025（令和 7）年 3月予定 

受験資格：要約筆記者実技指導講師養成講座の修了者 

令和 5年 10月から実施しています「手話

寺子屋」が今年度は大変好評であり、目覚ま

しい進歩など大きな成果がありました。そこ

で 2期生として令和 7年 4月から令和 8年

3月までの生徒を新規募集することとなりま

した。 

手話技術のステップアップを図るととも

に、手話文化・ろうの文化への理解を深める

ことを目的として、千葉聴覚障害者センター

の取り組む活動にも協力をお願いできる方が

対象です。詳細は 1月末ごろにHPにてお知

らせします。 

 

養成講座の  
 

手話 
寺子屋 

編 集 後 記 

11月 14日、松戸市ろうあ協会などで、ろう重複・

高齢者を支援してる「にこにこ会」の皆さんが、ら

いおんぐるーぷの見学とともに当センターを訪問

されました。地元に新たな事業所の開設をめざし

て当協会とともに活動されています。 

 

「介護職員初任者研修（旧ヘルパー2級）」 

手話のできるヘルパーの養成研修 

【お問合せ先】 

千葉県聴覚障害者協会 支援課 らいおん介護事業所 

e-mail:kaigo@chibadeaf.or.jp 

FAX: 043-308-5562  TEL: 043-308-6372 

 

手話通訳・要約筆記が付きます。 コミュニケーション障害を持つ高齢者や障害者は、言葉

では的確に表現することが難しく、そのため十分なサービ

スを受けられない状況があります。そこで手話ができるヘ

ルパーとして活躍できる人材育成を目的として、聴覚障害

者又は手話ができる健聴者を対象としたヘルパー養成研

修を開催いたします。 

 

 

詳細は HP にてお知らせします 

https://www.chibadeaf.jp/ 

千葉聴覚障害者センター 受付時間 9:00 ～ 17:30 TEL.043-308-6372 FAX.043-308-5562 
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